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かつて，加茂ら（1971）は，日本近海捕鯨の拠点であ

る北海道の網走基地および宮城県の鮎川基地に水揚げさ

れたコイワシクジラの小腸から裂頭条虫の１種を見出し

た．当時，この条虫の種類について，加茂ら（1971）

は，従来から報告されている海産哺乳動物寄生種のＤｉ‐

PﾉMJo6oZM2`"ｚＳＺｅ'"''2αc"/iα此"zCobbold，１８５８や

Ｄ､ノＭγ，"α""iHsii，１９３５に最も近似の形態的特徴を

示すが，頭節が大きいこと，貯精嚢が相対的に大きいこ

と，および虫卵が長大であること等に主要な差異がみら

れ，既知種の中では完全に一致する種が見当らないと

し，DiP/MJo6oZM""zsp、として報告した．

その後，加茂ら（1976）は，日本近辺の海産哺乳類か

ら得られた裂頭条虫を再検討して，日本でみられる海産

哺乳動物寄生の裂頭条虫を一定の分類基準で整理した

が，さらに，このコイワシクジラ寄生種についてはベー

リング海に生息するコククジラ（EscArichZ伽gi66o‐

S【`s）の小腸から得られたDiPﾉi､ノル6ozＭ",,ｚ〃zacγo‐

ｏＵａＺｌ`"ZJurakhno，１９７３と同一種であることを確認し，

和名として｢大卵裂頭条虫」を提唱した(加茂ら，1980)．

著者らは，この条虫の子宮内卵を用いて，卵期におけ

る胚発育状況の観察と，数種類のcopepodaに対する感

染実験を行っているが，本報告では，虫卵の胚発育状況

とcoracidiumの孵化状況について述べる．

た虫体の成熟節子宮内から分離したものである．

虫卵培養のmediumには，人工海水（Aquamarin，

比重1.010～1.012）と水道水を用い,温度は18Ｃおよび

25～27Ｃで培養した．虫卵培養の方法は，加茂ら(1972）

の方法に順じて行った．即ち，あらかじめ上記２種類の

medium約70ｍｌをそれぞれ別のシャーレ内に入れてお

き，その中に子宮内から採取した虫卵を沈めて，温度１８

Ｃおよび25～27Ｃ（`恒温器内）でそれぞれ数日間培養し

た．また，mediumの約1/2量は，隔日に上記の温度に

保った新しいmediumと交換した．これらの虫卵は，

培養開始後から24時間毎に顕微鏡下で胚発育の状況を観

察して記録した．

結果

１．人工海水中における虫卵の発育と孵化状況

人工海水中，温度18Ｃで培養した虫卵は，培養開始後

４日目に虫卵の中央部付近で，胚細胞の分割初期を思わ

せる透明な部分の出現が認められた（Fig.３）．培養開

始後６日目の虫卵では，楕円球形を呈したcoracidium

の概観がほぼ完成した像として認められ，虫体の内部に

は鉤が認められた（Fig.５）．この頃から，卵殻内の

coracidiumは培養日数の経過とともに，その直径を次

第に増して球形となり，６日～８日目のcoracidiumは

その位置が漸次小蓋寄りに移動した（Figs、５，６，７)．

培養開始後８日目の虫卵では，卵殼内に形成されたｃo‐

racidiumを顕微鏡下で観察中に，coracidiumの孵化

を認めるものもあったが，大多数のcoracidiumは培養

開始後９～10日の間に孵化・遊出した（Tableｌ）．

孵化後のcoracidiumは，体表の繊毛を動かして楕円

体を呈し，回旋しながらmedium中を活発に遊泳した．

材料および方法

実験に用いたり.〃zaCγoouam,,ｚの虫卵は，網走基地

（1969）と鮎川基地（1970）に水揚げされたコイワシク

ジラ（Ｂａ〃e"”reγααc"Z｡γoSZmZα）の小腸から採取し
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TablelComparisonofembryonationtimeoftheeggsofpseudophyllidean

cestodesreportedbyvariousauthors

Embryonationtime
（days）

Ｔｅｍｐ．（C） AuthorsＳｐｅｃｉｅｓ

Ｄ、Ｊａｍ"ノ

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

，．？"α"so"ｉ

ｓ．？"α"so"CiC九ｓ

〃
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１４－１９

－７－８
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１０

９－１２

１４－１６
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４－５

ｍｏｎｔｈｓ Schauinsland（1886）

Leuckart（1886）
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Vogel（1929）

Vergeer（1936）

Guttowa（1961）

OhshimaeZα/、（1977）

Kobayashi（1930）

Mueller（1959）

BeaverC／ａＬ（1964）

２８－３０

〃

〃

２６－２８

２８

１８－２０

１７－２０
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２５－２７
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〃

〃

〃

〃

Hilliard（1960）

，．α〃SCC"ｓｅ

Ｐ.Ｐ/ioca7""z＊

Ｓ，ＳｏＺｉａｚＪＳ

Ｄ・os7"e7-i

７
７
７
７

７
７
ｊ
７

，．ｇ〆α"cJis＊－

ｎ６ａｍ岬…`*」
25-27 ＫａｍｏａａＺ．（1972）

Ｄ、ノ"αc7oouaZ""z＊

〃 ↑

１８

２５－２７

８－１０－

non-hatching-l Presentauthors

＊Noeggshatchedinfreshwater・

ＴＮｏｅｇｇｓｈａｔｃｈｅｄｉｎｓｅａ－ｗａｔｅｒａｓｗellasinfreshwater．

静止状態のcoracidiumでは，その最外側に繊毛膜が観

察され，虫体の内部には六鉤が明瞭に認められた（Fig.

８）．孵化後３日目におけるcoracidiumlO個体（生鮮

標本）の各部位計測値は，繊毛膜の外径が56.7～64.8

β、（平均60.5ｌｕｍ）で（Table２)，虫体は長径平均45.9

川，短径平均37.8川，鉤は長径11.2～14.7川であっ

た．

一方，温度25～27Ｃで培養した虫卵は，卵殻内にｃo‐

racidiumの形成を認めるまでに胚発育を示したが，培

養開始後14日目に至っても，なおcoracidiumの孵化・

遊出はみられず，その後，coracidiumは漸次変性崩解

した．

２．水道水中における虫卵の発育と孵化状況

水道水中，温度18Ｃで培養した虫卵は，培養開始後６

日目に，卵殼内にcoracidiumの概観がほぼ完成して，

虫体の内部には釣の出現が認められた（Fig.１３)．その

後，８日目までは前述の海水中における虫卵と同様に，

卵殼内のcoracidiumは順調な胚発育を示したが，それ

以降は胚発育の進行が認められず，coracidiumの孵化

は全くみられなかった．即ち，培養開始後９日目の虫卵

では，それまで小蓋寄りに位置していたcoracidium

が，再び虫卵の中央部付近にその位置を戻し（Fig.１５)，

培養開始後11日を経過したcoracidiumでは，その直径

が次第に小さくなる傾向が認められた（Fig.１６)．さら

に，培養開始後18日目の虫卵では，coracidiumの萎縮

が観察され，また，培養開始後20日目の虫卵では，卵殻

内のcoracidiumが無蓋端側の卵殼に接する位置にまで

後退して，その後，胚細胞は漸次退行現象を示して、大

（４６）
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Table2Comparisonofdiameter（inmicrons）

ofthecoracidiaofpseudophyllideancestodes

reportedbyvariousauthors

る魚類が淡水と海水の両水域に生息可能な種類であるこ

とと符合する結果を報告している．また，大島・内川

（1977）および大島ら（1977）は，日本でヒトから駆虫

して得たり.〃、"ｚの子宮内卵を用いて，温度５～３０

Ｃで培養実験を試みた結果，coracidiumの孵化に好適

な培養条件は，温度17～20Ｃで10～14日培養が最も良好

であり，江口（1926）による温度28～30Ｃで14～21日と

は若干相違すると述べている（Tableｌ）．日本産のＤ･

肱、'〃において卵期胚発育にこのような差異がみられる

ことは，日本産，．〃、'〃の再検討の必要性とも関連

して興味深い．

，．，）zaC了oouaZ…の虫卵は，水道水中で培養（温度

l8C）すると，培養開始後８日目までは海水中で培養の

虫卵と同様に，ほぼ正常な胚発育を示したが，それ以降

は胚細胞の退行現象が起こり，coracidiumは漸次萎縮

・崩解して，水道水中ではcoracidiumの孵化が全くみ

られなかった．，．〃zacγoouam,〃の虫卵が淡水中で胚

発育を全うできないのは，この条虫にとって海水が不可

欠の要素であり，その生活環がおそらく海水域にのみ生

息可能な動物間だけで営まれているものと推測される．

また，Tableｓ１，２に示した各種裂頭条虫の中で，Ｄ・

ＣＯ”α友""，，．〃"ceomZzJm，Ｐ・Ｐｈｏｃａｒ""ｚおよび，．

gγα"`ｉｓあるいはＤ・Ｍａｅ"”zeγαｅ等の種類は，いず

れもそのcoracidiumが淡水中では孵化しないと報告さ

れている．これらの条虫は，主としてクジラやアザラシ

等の海産哺乳動物寄生種であり，当然のことかも知れな

いが，Ｄ､ｍａＣｒｏｏＵａｍｍも含めてこれらの条虫は純粋

な海水域生息種であると思われる．

海水中（温度18Ｃ）で培養したり．’"αcroouam"zの

虫卵では，coracidiumが充分成熟してくると，虫卵の

中央部から小蓋寄りにその位置を移動して孵化に至る

が，水道水中（温度18Ｃ）で培養した場合には，培養開

始後８日目までは海水中の場合と同様に，coracidium

は小蓋寄りに移動するが，その後は反対側の無蓋端部に

まで後退して，最後にはcoracidiumは萎縮・崩解し

た．この現象は，加茂ら（1972）による，.ｇγα"αｉｓあ

るいはＤ､Ｍａｃ"opzeraeの卵期における胚発育実験に

おいても観察されており，海水域生息種のＤ・’'2αcγo‐

oz'α〃,〃などではcoracidiumがある程度の成熟期に達

すると淡水中では生存不可能となるためと思われるが，

卵殻内のcoracidiumにみられるこれら一連の位置移動

の理由について，その詳細は不明である．しかし卵殼

内coracidiumのこうした位置移動が，他の裂頭条虫の

卵期発育過程においても観察されるならば，その裂頭条

Ｄｉａｍｅｔｅｒ

ｏｆｅｍｂｒｙｏ‐
phore

Species Authors

Janickiet

Rosen（1917）

EguchiU926）

Essex（1927）
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Vergeer（1936）

Kobayashi（1930）
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４
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ｘ
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５
１
８
８

６
０

０
４
２
４
２
３
４
３
２

３
４

６

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

，．〃Ｊａ７ｚＳｏ"２

，．ｃ九"ａ７ｉｚｉｃ""ｚ

Ｄ、aiZ7c77z""ｚ

Ｄ、ＣＯγ`αZ”"＊

，．』α"CCC〃rz""＊

，．〃がｚ

Ｄ．‘αＪＪｉａｅ

Ｄ．αmsce7zse

P・ｐｈｏｃａ７”"＊

Ｓ、ＳＯＪ〃"Ｓ

Ｄ，os77ze7i

Hilliard（1960）

ＫａｍｏｅｔａＪ．

(1972）

Ｐｒｅｓｅｎｔａｕｔｈｏｒｓ

，．ｇγα"αis＊－

，Ｍα……』
Ｄ，ブノJaC7oOUatz""＊ ５７－６５

＊Noeggshatchedinfreshwater．

部分のcoracidiumは崩壊した（Figs17,18)．

一方，温度25～27Ｃで培養した虫卵は，前述の海水中

における虫卵と同様な胚発育過程を示したが，培養開始

後23日目までの観察では，coracidiumの孵化は全く認

められなかった．

考察

Ｄ/Pﾉｶy"o6oZ/iγi""Ｊ属条虫の卵期における発育状況に

関しては，Ｔａｂｌｅｌに示す如く，これまでにもＤ・ルー

カ"〃をはじめとして数多くの種類について報告されて

いるが，，.〃JacroouaZlｲﾉ〃の卵期における胚発育の観

察は，この報告が最初のものである．

DiP/MZo6oZﾉｶﾊﾞ"'〃属条虫の代表的な種類であるＤ、

Ｊａｍ，'z虫卵の胚発育に要する日数については，報告者に

よってかなりの差異がみられる．江口（1926）は，日本

産，.〃”）〃の虫卵が淡水中で胚発育を全うするほか

に，海水中でも発育してcoracidiumが孵化・遊出する

ことを実験的に証明し，Ｄ，ＺａｍｌｌＪの第２中間宿主とな

（４７）
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虫卵に対するmediumの適・不適を判断する基準とな

るかも知れない．

，．，,ZaC,℃。Uα/"、虫卵の海水中における培養開始後

coracidiumの孵化までに要した日数は，温度18Ｃで大

多数のものが９～10日であった．この日数は，Ｔａｂｌｅｌ

に示す既報の裂頭条虫数種のものと比較してみると，

Guttowa（1961）による，.〃”"ｚの温度18～20Ｃで

８～９日，Hilliard（1960）による，.〃花加…の２０

Ｃで９日，，.αmscelzseの10日（20Ｃ）および海水域

生息種Ｐ・ＰｈｏＣαγ…の20Ｃで９～12日などに近似し

ている．著者らは，この実験において，.、αcγｏｏＵａ‐

”'〃虫卵の胚発育に可能な温度範囲を明確に示すこと

はできなかったが，この虫卵は温度25～27Ｃというやや

高い温度条件下では胚発育を全うすることができず，

coracidiumの孵化は起こらなかった．このことは，こ

の条虫の最初に報告された宿主であるコククジラや，今

回の宿主であるコイワシクジラが，いずれも北半球の冷

海水域を主たる生活圏とし，コイワシクジラについては

夏期にアリューシャン列島を経てベーリング海や北氷洋

を回漉し，日本近海においても春～夏期には寒海に向っ

て回満するなど，比較的北方海域に生息する（西脇，

1965）ことを考えると，この条虫の卵期における胚発育

環境としては低温の海水が不可欠の条件なのかも知れな

い．この点を考慮すれば，この，.’"αcγoouam'〃は江

口（1926)，Vogel（1929）およびVergeer（1936）な

どによるＤ・ｍｍｍ，Mueller（1959）による８.’"α‐

"so"o〃es，および加茂ら（1972）による，．ｇγα"α/ｓ

あるいはＤ・Ｍａｅ"ｏｐｚｅ７ａｅなどとは明らかに異なった

生態的特徴をもつ種類と考えられる．

Ｓｍｙｔｈ（1969）によると，裂頭条虫類の孵化に要する

日数は，同じ条件の温度では種類によってそれぞれ特異

であると報告されている．

虫卵の胚発育と温度との関係については，前述の胚発

育に可能な温度範囲の検討も含めて，さらに詳細な観察

実験が必要である．

裂頭条虫類coracidiumの大きさを計測する場合に

は，Hilliard（1960）が報告しているように，培養ｍｅ‐

ｄｉｕｍの浸透圧の変化相違によってcoracidiumの膨張

度が異なることを考慮する必要がある．，．，"αcγCCUα‐

Z2J，〃の瀧出coracidiumの海水中における大きさは，

孵化後３日目のものについて計測した結果，繊毛膜の外

径が56.7～64.8/2ｍ（平均60.5川）であった（Table

２）．Hilliard（1960）の指摘する如く，この実験に用

いた虫卵培養medium（人工海水，Aquamarin，比重

1.010～1.012）が，果してこの条虫のcoracidiumの正

常な大きさを示したか否かについては若干の疑義もある

が，，．，"αc,CCUα〃"ｚの場合，孵化・瀧出したcora‐

cidiumは上記のmedium中で，孵化後４日間も生L存

し得たことを考えると，この実験に用いたmediumの

浸透圧が，．〃LacγoouaZ皿加のcoracidiumにとって，

それほど不適当なmediumであるとは考えにくい．こ

のことを念頭におきながら，，．，,zacγoouam"ｚのｃo‐

racidiumの計測値を既報の裂頭条虫数種のそれと一応

比較してみると，Ｔａｂｌｅ２に示す如く，その直径は既i報

の中では最も大きい，.ｇγα"肋あるいはＤ・Ｍａｅ‐

"⑫花γαどのcoracidiumの大きさ（加茂ら，1972）に

ほぼ近似の値である．

結論

日本近海哺鯨の北海道網走基地（1965）と宮城県鮎川

基地（1970）に水揚げされたコイワシクジラ（ＢａＺａｅ‐

"ＯＰＺｅ７ａｅａｃｌ`ZorosZraZα）の'｣､腸から採取したDiPﾉiyJ‐

Zo6oZﾉｶl伽'2〃zacroouamllzJurakhno，１９７３（大卵裂頭

条虫）の卵期における胚発育状況を初めて観察し，下記

の成績を得た．

１）虫卵の胚発育およびcoracidiumの孵化に好適な

実験的mediumは，人工海水（Aquamarin，比重1.010

～1.012)，温度18Ｃであったが，水道水中ではcoraci‐

dium形成までの発育はみられるが孵化するものがな

く，やがてcoracidiumは死滅した．

２）coracidiumの孵化に要する日数は，人工海水中，

温度18Ｃで培養開始後８～10日であったが，温度25～２７

Ｃではcoracidiumの孵化がみられなかった．

３）勝出したcoracidiumは，人工海水中，温度18Ｃ

で４日間生存した．

本論文の要旨は，第29回日本寄生虫学会西日本支部大

会において発表した．
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:: Abstract ;

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE DEVELOPMENT OF DIPHYL-

LOBOTHRIUM MACROOVATUM JURAKHNO, 1973 FROM THE

MINKE WHALE, BALAENOPTERA ACUTOROSTRATA

I. EMBRYONATION AND HATCHING OF THE EGGS

Ryo HATSUSHIKA

(Department of Parasitology, Kawasaki Medical School,

Kurashiki City 701-01, Japan)

Joji MAEJIMA and Hajime KAMO

(Department of Medical Zoology, Tottori University, School

of Medicine, Yonago City 683, Japan)

Embryonic development of the eggs of Diphyllobothrium macroovatum Jurakhno, 1973

from the minke whale, Balaenoptera acutorostrata was observed for the first time. The

results were briefly summarized as follows :

1) The most successful results were obtained in the artificial sea-water (Aquamarin,

specific gravity 1.010 to 1.012) at 18 C, and eggs in the tap water embryonated but did not

hatch at the same temperature.

2) The majority of eggs began to liberate coracidia on 8 to 10 days after incubation in

the artificial sea-water at 18 C, but no eggs in the same medium hatched coracidia at 25 to

27 C.

3) The liberated coracidia survived at least for 4 days in the artificial sea-water at 18 C.
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